
2-1
数と式

 

 

１　下の式を，単項式と多項式に分け，それぞれ記号下の式を，単項式と多項式に分け，それぞれ記号

で答えなさい。で答えなさい。

ア ３ａ イ ４ x －y ウ x y
エ ａ２－７ａ＋６ オ x ３＋８y カ ａ３ｂ２ｃ 

（単項式） （多項式）

２　多項式　３多項式　３ x ２＋２＋２ x－９　の項を書きなさい。－９　の項を書きなさい。

 

３　次の式は何次式か答えなさい。次の式は何次式か答えなさい。

(1) ５ａｂ (2) －６ x ２y

(3) ９ａ２ｂ－７ａｂ＋３ａ－ｂ

 

４　次の各式の同類項を次の各式の同類項を

答えなさい。答えなさい。

(1) ９ａ＋４ｂ－７ｂ＋ａ

(2) x y－ x ＋３ x y＋２ x

５　次の式の同類項をまとめて次の式の同類項をまとめて

簡単にしなさい。（１）は（　）に簡単にしなさい。（１）は（　）に

式をあてはめなさい。式をあてはめなさい。

(1) ９ａ＋４ｂ－７ｂ＋ａ   

項を並べかえる

＝９ａ＋( )＋４ｂ－７ｂ

＝(９＋１)ａ＋(４－７)ｂ 同類項を

＝( )－３ｂ まとめる 

(2) ５ x －９－４＋ x

(3) ３ x ＋６y－２ x －５y

(4) ２ａ２＋７ａ－１＋６ａ

(5) ８ａｂ－３ａ－ａｂ＋ａ

［単項式，多項式とは］［単項式，多項式とは］

単項式…数や文字の乗法だけでできた式数や文字の乗法だけでできた式

（例 ５ x ，４ａｂ２，－３ ）

多項式…単項式の和で表された式単項式の和で表された式

（例 ３ x ＋２，７ａ２＋５ａ－３ ）

＊１つ１つの単項式は＊１つ１つの単項式は項といいます。といいます。

７ａ２＋５ａ－３の項は，＋５ａ－３の項は，７ａ２，５ａ，－３，５ａ，－３

［次数とは］［次数とは］

単項式の場合単項式の場合…かけられている文字かけられている文字

の個数の個数

例 ５ x ＝５× x … １次

１個 

４ａｂ２＝４×ａ×ｂ×ｂ … ３次

３個 

多項式の場合多項式の場合…各項の次数で最大各項の次数で最大

のもののもの

例 ７ａ２＋５ａ－３ … 次数は次数は２
次数２ 次数１

＊次数が２の式は２次式，３の式なら３次式と

いいますいいます

文字の部分が

同じ項を同類

項というよ。というよ。

同類項は分配法

則を使って，まとめ

ることができたね。ることができたね。

例 ２ａ＋３ａ 

＝（２＋３）ａ 

＝５ａ＝５ａ

５ａｂ－３ａｂ 

＝(５－３)ａｂ 

＝２ａｂ＝２ａｂ

【Ｊリーグ昇格おめでとう】

ガイナーレ鳥取のガイナーレ鳥取の 2010 年シーズンの結果は下のとおりでした。もし，年シーズンの結果は下のとおりでした。もし，2010 年の試合数が５１であったなら，総年の試合数が５１であったなら，総

得点は何点になると考えられるか答えなさい。得点は何点になると考えられるか答えなさい。

ａ２とａは同類項同類項

ではありませんではありません。

ａ２は次数が２ 

ａは次数が１

で，次数が異

なります。なります。

気をつけよう。気をつけよう。

試合 勝 分 負 得点 失点

5 64 3134 24 5

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）多項式と単項式，同類項多項式と単項式，同類項数と式数と式2-1
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2-2
数と式

(２ａ＋７ｂ)－（３ａ －５ｂ） 

減法では，ひく式の各

項の符号を変えて，

たせばいいよ。

１　次の式を計算しなさい。次の式を計算しなさい。

(1)(2)は□に，記号＋，－をあてはめなさい。－をあてはめなさい。

(1) (５ x ＋y)＋（２y－３ x ） かっこをはずす

＝５ x ＋y ２y ３ x
＝５ x －３ x ＋y＋２y 項を並べかえる

＝２ x ＋３y

(2) (ａ－４ｂ)－（－５ａ＋ｂ） かっこをはずす

＝ａ－４ｂ ５ａ   ｂ

＝ａ＋５ａ－４ｂ－ｂ 項を並べかえる

＝６ａ－５ｂ

(3) (－３ x ＋６y)＋（－８ x －３y）

(4) (７ａ－９ｂ)－（３ａ－５ｂ）

２　下の２つの式をたしなさい。下の２つの式をたしなさい。

また，左の式から右の式をまた，左の式から右の式を

ひきなさい。ひきなさい。

９ x －３y， ４ x －５y 

(和)

（差）

 

 

 

３　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1) (2)

(3) (4)

４ x＝２，＝２，y＝－３のとき，＝－３のとき，

次の式の値を求めなさい。次の式の値を求めなさい。

  

(1) ３ x ＋y
＝３×( )＋( )

＝６－３

＝( )

(2) －２ x ＋３y

(3) ５ x －７y

１年生でも

でてきたよ。でてきたよ。

多項式の加法，減

法は，同類項を上

下にそろえて計算す

ることもできるよ。ることもできるよ。

式のなかの文

字に数を代入

して計算した

結果を式の値

といったね。

【かっこのはずし方】【かっこのはずし方】

◎かっこの◎かっこの前が＋前が＋のときのとき → そのままかっこを省くそのままかっこを省く

(２ａ＋７ｂ)＋（３ａ －５ｂ）＝２ａ＋７ｂ＝２ａ＋７ｂ＋３ａ＋３ａ －５ｂ－５ｂ

◎かっこの◎かっこの前が－前が－のときのとき → 後のかっこの中の各後のかっこの中の各

項の符号を変えて項の符号を変えて

(２ａ＋７ｂ)－（３ａ －５ｂ）＝２ａ＋７ｂ＝２ａ＋７ｂ－３ａ ＋５ｂ

(２ａ＋７ｂ)＋（３ａ －５ｂ）

代入すると

きはかっこをきはかっこを

つけるとい

いよ。いよ。

まず，式に

かっこをつかっこをつ

けてからけてから

＋，－をつ

けて式をつ

なごう。なごう。

＋）＋）３ａ

５ａ

２ａ

＋２＋２ｂ

＋７ｂ
－５ｂ

－

＋

）３ａ

)－

２ａ

－ａ

２ａ
３ａ

＋７＋７ｂ
－５－５ｂ

＋７＋７ｂ
＋５＋５ｂ

＋１２＋１２ｂ

＋）
３
２

x
x
－
＋７y
５y

＋）
４x

x
＋
－
２
３y

y

－）
５ａ
２ａ

＋４ｂ
－３ｂ －）

８ａ
８ａ

＋３ｂ
－３ｂ

符
号
を
変
え
る

符
号
を
変
え
る

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）式の加法と減法（１）式の加法と減法（１）数と式数と式2-2
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数と式

 

１　次の式を計算しなさい。次の式を計算しなさい。

(１）（２）は（　）に，適する数や式を入れなさい。(１）（２）は（　）に，適する数や式を入れなさい。

(1) ２(３ x ＋y)＋３（３ x －２y） かっこをはずす

＝６ x ＋２y＋( )－( )

＝６ x ＋９ x ＋２y－６y 項を並べかえる

＝１５ x －４y

(2) ４(ａ－３ｂ)－２（５ａ－８ｂ） かっこをはずす

＝４ａ－１２ｂ－(   )＋( )

＝４ａ－１０ａ－１２ｂ＋１６ｂ 項を並べかえる

＝－６ａ＋４ｂ

(3) ５ (－２ x ＋３y)＋２（７ x －５y）

(4) ７(２ａ＋ｂ－４)－６（ａ－２ｂ＋１）

２ の計算の仕方をの計算の仕方を

考えましょう。考えましょう。

【①かっこをはずしてから計算する方法】

    かっこを

はずす

  項を並べ

替える

同類項を

まとめる

【②通分してから計算する方法】

通分する

１つの分数

     にまとめる

かっこを

 はずす

同類項を

まとめる

【分配法則を使ってかっこをはずそう】【分配法則を使ってかっこをはずそう】

( )に適する数や式を入れなさい。に適する数や式を入れなさい。

２ （３ x －４y）＝２×３ x ＋（ ）×( －４y )

＝６ x －（ ）

－３ ( x －２y＋７)

＝(－３)× x ＋(－３)×( )＋(－３)×７

＝－３ x ＋（ ）－２１

分数をふくむ式の計算は，かっこをは

ずしてからする方法と，通分してからすずしてからする方法と，通分してからす

る方法があるよ。る方法があるよ。 下の□をうめて計下の□をうめて計

算を完成させよう。完成させよう。

１

２

＝

＝

＝

＝

＝

１

２

３

６

１

６

１

６

( x ＋２ y )－

＋

x －

x －

x

x ＋

＋

２

２

１

３

２

６

８

６

y －

x ＋

x ＋

y

y

１

３

２

２

６

６

( x － y )

＋

y

y ＋

＋

１

３

１

３

２

６

y

y

y

１

２

＝

＝

＝

＝

＝

＝

３ x ＋ －２ x ＋２ y
６

３ x －２ x ＋６ y ＋２ y
６

＋８ y
６

x ＋２ y
２

３( x ＋２ y )

６

３( x ＋２ y )－ (x － y )

６

( x ＋２ y )－

－
x － y
３

１

３

－
( x － y )

６

( x － y )

１

２
(x＋２ y)－

１

３
( x－ y)

は

とかくこともあ

ります。

１
６

x x
６

x＋８y
６

とすることができます。とすることができます。

＝
x
６

＝
１

６

x＋４y
３

＋
８y
６

x＋
４

３
y

とはなりません。とはなりません。

３　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1 )
１
３

(２ x ＋ y )＋
１
６

( x － y ) (2 )
x － y
４

－
２ x ＋ y

８

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）式の加法と減法（２）式の加法と減法（２）数と式数と式2-3
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数と式

x x

y
y

y y

x y x y

x y y x

x x y x

x x y

x

x

y

y

x x

x y x
x y

x y
x

x y
x
y

x

x

x

x x
x

x

x

x
x

x

x x x y y

x

x x y
x y

x

x y y

y

数と式数と式2-4
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2-5
数と式

１　２つの異なる自然数がともに奇数のとき，大きい数２つの異なる自然数がともに奇数のとき，大きい数

から小さい数をひいた差は，偶数になることを，下のから小さい数をひいた差は，偶数になることを，下の

ように説明しました。□にあてはまる式を入れなさい。ように説明しました。□にあてはまる式を入れなさい。

２　２けたの自然数と，その１０の位の数と１の位の数２けたの自然数と，その１０の位の数と１の位の数

を入れかえてできる自然数の和は，１１の倍数にを入れかえてできる自然数の和は，１１の倍数にな

る。このことを，下のように説明しました。□にあてる。このことを，下のように説明しました。□にあては

まる数や式を入れなさい。まる数や式を入れなさい。

３　連続する３つの整数の和は，連続する３つの整数の和は，

３＋４＋５＝１２＝３×４３＋４＋５＝１２＝３×４

１０＋１１＋１２＝３３＝３×１１１０＋１１＋１２＝３３＝３×１１

これらのように，３の倍数である。このことを，下のようこれらのように，３の倍数である。このことを，下のよう

に説明した。□にあてはまる式を入れなさい。に説明した。□にあてはまる式を入れなさい。

４　３の問題で中央の数をｎとして，説明しなさい。３の問題で中央の数をｎとして，説明しなさい。

 

 

□に適する数や式，言葉を入れなさい。□に適する数や式，言葉を入れなさい。

【奇数と偶数】 （ｍ，ｎは自然数）

偶数… ２ｍ

（ でわり切れる数）

奇数… ２ｎ－１

（ より１小さい数）

【連続する３つの整数】

もっとも小さい整数をｎとすると，

ｎ， ， ｎ＋２ （１ずつ増える）

【２けたの整数】【２けたの整数】

10 の位の数をａ，１の  

位の数をｂとすると，

＋  ｂ

文字を使ったいろいろな数の表し方文字を使ったいろいろな数の表し方

３４は 10 の位の数

が３，１の位の数が

４で，３４＝３０＋４ 

＝１０×３＋４＝１０×３＋４

と表せるから・・・と表せるから・・・

【説明】

２つの奇数は，ｍ，ｎ（ｍ＞ｎ）

を自然数とすると

２ｍ－１，

と表される。

このとき，２数の差は，（２ｍ－１）－（ ）

＝２ｍ－１－２ｎ＋１

＝２ｍ－２ｎ

＝２（ ）

２×自然数となるので，これは偶数である。

つまり，２つの奇数の差は偶数である。

２つの奇

数は，違

う文字をう文字を

使って表使って表

すよ。すよ。

【説明】

もとの数の１０の位の数をａ，１の位の数をｂとする

と，この数は， １０ａ＋ｂ

位の数を入れかえた数は， となる。

このとき，この２数の和は，

（１０ａ＋ｂ）＋（ ）＝１１ａ＋１１ｂ

＝ (ａ＋ｂ）

１１×整数となるので，これは１１の倍数である。

【説明】

連続する３つの整数のうち，もっとも小さい整数をｎと

すると，連続する３つの整数は，

ｎ， ｎ＋１， と表される。

それらの和は，

ｎ＋（ｎ＋１）＋（ ）＝３ｎ ＋ ３

＝３（ ）

３×整数となるので，これは３の倍数である。

【圧力を考える①】

１㎡あたりの面を垂直に押す力の大きさを圧力といい，あたりの面を垂直に押す力の大きさを圧力といい，(力の大きさ)÷(力がはたらく面積）力がはたらく面積） で計算できる。で計算できる。

いま，あきひろ君は床の上に置かれた正方形の板に乗っていま，あきひろ君は床の上に置かれた正方形の板に乗っている。この板の各辺の長さを半分にすると床にかかる圧力

は何倍になるか文字を使って説明しなさい。は何倍になるか文字を使って説明しなさい。（力の大きさを力の大きさをＦ，面積をＳとし，板の重さは考えないこととする。）

 

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）文字式を利用した説明（１）文字式を利用した説明（１）数と式数と式2-5
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１　右の図のように，直角三角形右の図のように，直角三角形

の直角をつくる２辺の長さをそれの直角をつくる２辺の長さをそれ

ぞれ２倍にすると，その面積はもぞれ２倍にすると，その面積はも

との直角三角形の面積の何倍との直角三角形の面積の何倍

になるかを答えなさい。になるかを答えなさい。

ｂ㎝

ａ㎝

２　下の図のように，底面の半径ｒ㎝，高さｈ㎝の円柱２　下の図のように，底面の半径ｒ㎝，高さｈ㎝の円柱

Ａと，底面の半径がＡの２倍，高さが半分の円柱ＢＡと，底面の半径がＡの２倍，高さが半分の円柱Ｂ

がある。Ｂの体積はＡの体積の何倍になるかを，下がある。Ｂの体積はＡの体積の何倍になるかを，下

のように説明した。（　）にのように説明した。（　）に

数や式を入れなさい。数や式を入れなさい。

Ａの体積は

π×ｒ２×ｈ ｈ㎝

＝πｒ２ｈ  

Ｂの体積は

π×( )２×( ) ＡＡ Ｂ 

＝( )

したがって，

( )÷πｒ２ｈ

＝( )

よって，Ｂの体積はＡの

体積の(  )倍である。

３　等式　２等式　２ x－y＝３　を，下のように＝３　を，下のように x について解いについて解い

た。□にあてはまる式を入れなさい。た。□にあてはまる式を入れなさい。

２ x －y＝３

－yを移項して，

２ x ＝

両辺を２でわって，

  

４ 次の式を，〔 〕内の文字について解きなさい。内の文字について解きなさい。

(1) ａ＋ｂ＝５ 〔 ａ 〕

(2) ４ x －y＝７ 〔 x 〕

(3) ５ x ＋３y＝１ 〔 x 〕

(4) ２－ａ＝ｂ 〔 ａ 〕

(5) 〔 Ｓ 〕

(6) ℓ＝２(ａ＋ｂ） 〔 ａ 〕

【圧力を考える②】

圧 力 ： Ｐ (N/ ㎡ ) 力 の 大 き さ ： Ｆ ( Ｎ )

力がはたらく面積：Ｓ(㎡)とすると， であ

る。(１Ｎ：100g にはたらく重力→１㎏は１０Ｎ))

(1) この式をＳについて

解きなさい。

(2) 横綱白鵬は体重１５４㎏です。白鵬が床に寝た

とき，床にはたらく圧力を 770Ｎ/m2 とすると，床に

触れている面積はいくらになるか求めなさい。

ｒ㎝

円柱の体積は

底面積×高さ

＝π×(半径)２×高さ

で求めたね。で求めたね。

x ＝

x について解くについて解く

x を求める式を求める式

「 x ＝ 」

に変形する。

【復習】方程式の解き方

（移項） （両辺をわる）

x －２＝５

x ＝５

＊移項すると符号＊移項すると符号
が変わるよ。が変わるよ。

３x
３

３ x ＝６

x ＝

＝
６

Ｖ＝
１

３
ＳＨ

Ｐ ＝
Ｆ

Ｓ

● 

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）文字式を利用した説明（２）文字式を利用した説明（２）数と式数と式2-6
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中央の数を文

字でおき，他

の数を式で表

そう。そう。

１　次の式を計算しなさい。次の式を計算しなさい。

(1) ６ x －２ x (2) ３ａ－ｂ＋４ａ

(3) ８ x －３y－５ x ＋２y

(4) ２ x ２＋７ x －４ x ２＋ x

(5) (４ａ－３ｂ)＋(ａ＋６ｂ）

(6) (５ x ＋２y)－(６ x －７y)

２　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1) ７ x ×２ x (2) ３ａ２×(－２ａ)

(3) (－８ x )２ (4) ２４ xy ÷３y

(5) －１５ x ２÷５ x (6) －２０ａｂ  ÷(－８ａ)

(7)

(8) ２４ x２ y÷(－３y)×６y

３　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1) ３(２ x －y)＋４（ x ＋３y）

(2)

(3)  

４ x ＝３， y＝－５ のとき，次の式の値を求めなのとき，次の式の値を求めな

さい。さい。

(1) ４ x ＋３y (2)  

５ 次の等式を，〔 〕内の文字について解きなさい。内の文字について解きなさい。

(1) x ＋３y＝７ 〔 x 〕 (2) ３ｍ－２ｎ＝１８  〔m〕

 

(3)  〔ｂ〕

６　右は１２月のカレンダー右は１２月のカレンダー

です。たてに並んでいるです。たてに並んでいる

３つの数の和は，どこで３つの数の和は，どこで

も中央の数の３倍になりも中央の数の３倍になり

ます。このわけを文字をます。このわけを文字を

使って説明しなさい。使って説明しなさい。 例 7+14+21=42=14×3 

    

かっこをはず

すときの符号

に注意しよう。

除法は分数

の形にして，の形にして，

数どうし，文数どうし，文

字どうしで約字どうしで約

分したね。分したね。

６ xy ÷
３

７
x

分数でわ

るときは，るときは，

逆数をか逆数をか

けるよ。けるよ。

３ x － y
７

Ｓ＝
１

２
ａｂ

１

２
x ＋

１

３
(２x － y)

x ＋２y
３

－
x － y
２

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）文字式の計算のまとめ文字式の計算のまとめ数と式数と式2-72-7
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１１　ガイナーレ鳥取は２０１０年シーズンのＪＦＬで優勝し，ガイナーレ鳥取は２０１０年シーズンのＪＦＬで優勝し，

Ｊ２昇格を決めたが，最下位の流通経済大学ＦＣはＪ２昇格を決めたが，最下位の流通経済大学ＦＣは

３４試合で２５敗し，勝ち点は１９点だった。３４試合で２５敗し，勝ち点は１９点だった。

勝った試合勝った試合 … ３点

引き分けの試合引き分けの試合 … １点

負けた試合負けた試合 … ０点

　勝ち点は，上のような配点で合計して計算される。勝ち点は，上のような配点で合計して計算される。

２０１０年シーズンの流通経済大学ＦＣが，２０１０年シーズンの流通経済大学ＦＣが， x 勝y引

き分けだったとするとき，次の各問いに答えなさい。き分けだったとするとき，次の各問いに答えなさい。

(1) 勝ち点は１９点だから，勝ち点の関係を x ，y
の文字を使って，次の方程式①に表しなさい。

＋ ＝１９ … ①

(2) ①の方程式を成り立たせる x ，yの値の組を求

め，次の表を完成しなさい。

x  １ ２  ３ ４ ５ ６

y  

(3) ３４試合で２５敗しているので，試合数について

の関係は，次の方程式②のように表される。

x ＋ y ＝ …  ②  

(4) ②の方程式を成り立たせる x ，yの値の組を求

め，次の表を完成しなさい。

x １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

y

(5) (2)と(4)の表から，方程式①と②の両方にあて

はまる x ，yの値の組を見つけ，何勝何引き分け

だったかを答えなさい。

２　次の各問いに答えなさい。次の各問いに答えなさい。

(1) 次の二元一次方程式①，②で， x ，yの値が自

然数のとき，それぞれの解をすべて求めなさい。

（ x ，yの値の組は，（ x ，y）として答えること。）

① ３ x ＋２y＝１７

② x ＋y＝６６

(2) (1)の①②より，連立方程式

の解を答えなさい。

３ 次の連立方程式ア～エで，（４，１）が解となるも

のを選び，記号で答えなさい。のを選び，記号で答えなさい。

ア  イ   

ウ  エ   

x ，yに代入

してみよう。してみよう。

２つの方程式

のどちらも成りのどちらも成り

立つものだよ。立つものだよ。

３x＋２y＝１７
x＋y＝６

２x＋３y＝
x＋y＝５

１３
３x－
x－

y＝
y＝

１１

３

３x－２y＝１０
x＝４y

y＝４x－１５
５x＋２y＝２２

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）連立方程式とその解の意味連立方程式とその解の意味数と式数と式2-8

TT
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１１　次の連立方程式を下のように解きました。□にあて次の連立方程式を下のように解きました。□にあて

はまる数を入れなさい。はまる数を入れなさい。

       

３ x ＋y ＝１９ … ①

x ＋y ＝９  … ②

（解答）

①－②

３ x ＋y ＝１９

－） x ＋y ＝９

２ x ＝

同じもの同じもの

x ＝

x ＝ を②に代入して，
代入

＋ y ＝ ９

y ＝

（ x ，y）＝（ ， ）

２　次の連立方程式を，左辺どうし，右辺どうしを，そ次の連立方程式を，左辺どうし，右辺どうしを，そ

れぞれひいて解きなさい。れぞれひいて解きなさい。

(1) x ＋５y＝７ … ①

x ＋２y＝４ … ②

(2) x －y＝３ … ①

３ x －y＝１ … ②

３　次の連立方程式を，左辺どうし，右辺どうしを，そ次の連立方程式を，左辺どうし，右辺どうしを，そ

れぞれたして解きなさい。れぞれたして解きなさい。

(1) ３ x ＋y＝８ … ①

２ x －y＝７ … ②

(2) － x ＋９y＝１４ …①

x －３y＝－８ …②

４　次の連立方程式を，加減法で次の連立方程式を，加減法で

解きなさい。解きなさい。

(1) ２ x ＋７y＝２５ …①

２ x ＋５y＝１９ …②

(2) x ＋３y＝７ …①

４ x －３y＝－２ …②

係数がそろって

いる同類項は，

同じ符号のとき

はひくと消去ではひくと消去で

きるね。きるね。

ひくのかな？ひくのかな？

たすのかな？たすのかな？

ひくと何が

消去でき消去でき

るかな。るかな。

異符号のと

きはたすと消

去できるね。去できるね。

同符号の 

場合はひく， 

異符号の場

合はたす。 

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）加減法（１）加減法（１）数と式数と式2-9

TT
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１　次の連立方程式を下のように解きました。□にあ次の連立方程式を下のように解きました。□にあ

てはまる数を入れなさい。てはまる数を入れなさい。

  

x ＋３y ＝８ … ①  

２ x ＋４y ＝１０ … ②  
２倍

（解答） する

①×２－②
２ x ＋６y ＝１６

－） ２ x ＋４y ＝１０

２y ＝
同じもの

y ＝

y ＝ を①に代入して，
代入

x ＋３× ＝ ８

x ＝

（ x ，y）＝（ ， ）

２　次の連立方程式を，加減法で解きなさい。次の連立方程式を，加減法で解きなさい。

(1) ３ x ＋５y＝９ … ①

x －２y＝－８ … ②  

(2) ２ x ＋  y＝１ … ①

７ x －３y＝３６ … ②

３　次の連立方程式を下のように解きました。□にあ次の連立方程式を下のように解きました。□にあ

てはまる数または式を入れなさい。てはまる数または式を入れなさい。

２ x ＋５ y ＝１４ …  ①

３ x －２ y ＝－１７ …②
３倍 ２倍

（解答） する する 

①×３－②×２

６ x ＋１５ y ＝４２

－） ６ x － ４ y ＝－３４

１９y＝

同じもの

y ＝

y ＝ を①に代入して，
代入  

２ x ＋５× ＝ １４

２ x ＝

x ＝

（ x ，y）＝（ ， ）

４　次の連立方程式を，加減法で解きなさい。次の連立方程式を，加減法で解きなさい。

(1) ７ x －２y＝－２４ … ①

４ x ＋３y＝７ … ②

(2)   ２ x ＋７y＝－１２ …①

５ x －６y＝１７ …②

係数をそろ

えるために，えるために，

一方の式を一方の式を

何倍かしよ何倍かしよ

う。う。

係数を最

小公倍数

になるようにになるように

そろえよう。そろえよう。

yの係数

をそろえをそろえ

よう。よう。

両方の式を何

倍かして係数を

そろえよう。そろえよう。

消去するに

は，同符号

の場合は

ひく，異符

号の場合

はたす。はたす。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）加減法（２）加減法（２）数と式数と式2-1010

TT
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x y

y x

x

x x

x

x
x

y

x y

x y
y
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y x
x y

x y
x y

x
y

x

y

x y
x y

x

y
y

y
x

x y

x y
x y
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数と式2-11
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１　次の連立方程式を下のように解きました。□にあて次の連立方程式を下のように解きました。□にあて

はまる数を入れなさい。はまる数を入れなさい。

３( x ＋２y)＝４y＋１ … ①

x ＋３y ＝－９ … ②

（解答）

①から

３ x ＋  y ＝４y＋１  
移項

３ x ＋ y－４y＝１  

３ x ＋  y＝１ …①’
①’－②×３

３ x ＋ y＝ １  

－） ３ x ＋ ９y ＝－２７

－７y ＝

同じもの

y ＝

y＝ を②に代入して，
代入  

x ＋３× ＝ －９

x ＝  

（ x ，y）＝（ ， ）

２　次の連立方程式を解きなさい。次の連立方程式を解きなさい。

７ x －１＝３（y＋３） … ①

 ４ x ＋y＝ x ＋２ … ②

３　次の連立方程式を下のように解きました。□にあて次の連立方程式を下のように解きました。□にあて

はまる数を入れなさい。はまる数を入れなさい。

４ x ＋y＝－７ … ①

 

 

（解答）

②×６  

x ＋２y＝６ …②’
①×２－②’

８ x ＋２y＝－１４

－） x ＋２y＝ ６

x ＝－２０
同じもの

x ＝

x ＝ を①に代入して，
代入  

４× ＋y＝－７

y ＝

（ x ，y）＝（ ， ）

４　次の連立方程式を解きなさい。次の連立方程式を解きなさい。

(1)

２ x －y＝１７ …②

…①

(2) 0.7 x ＋0.2y＝0.6 …①

４ x －３y＝－９ …②

まず，かっこをはまず，かっこをは

ずしたり，移項しずしたり，移項し

たり，方程式をたり，方程式を

簡単にしてから簡単にしてから

解こう。解こう。

方程式を簡

単にしたら，単にしたら，

次は係数を次は係数を

そろえよう。そろえよう。

(2)は 10 倍す

るといいよ。るといいよ。

x
２

＋
y
３

＝１ … ②

分母 ３と２の最

小公倍数 ６を

両辺にかけて両辺にかけて

分母をはらおう。分母をはらおう。

（
x
２

＋
y
３

）×６＝１×６

x
２

＋
y
５

＝２

(１）は分母の２(１）は分母の２

と５の最小公倍と５の最小公倍

数をかければい数をかければい

いね。いね。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）いろいろな連立方程式いろいろな連立方程式数と式数と式2-1212

TT
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【【鳥取・島根をむすぶ橋】  バスの速さを毎秒 x ｍ，全長をyｍとすると，

江島大橋は鳥取県境港市と島根県八束町（大根島）を結ぶ

全長 1445m の橋，境水道大橋は鳥取県境港市と島根県松江

市美保関町との間にある境水道に架かる全長市美保関町との間にある境水道に架かる全長 1700m の橋です。の橋です。

観光バスでそれぞれの橋を同じ速さで渡り始めてから渡り終わる観光バスでそれぞれの橋を同じ速さで渡り始めてから渡り終わる

まで，江島大橋はまで，江島大橋は 97 秒，境水道大橋は秒，境水道大橋は 114 秒かかりました。秒かかりました。

このバスの全長と速さを求めなさい。このバスの全長と速さを求めなさい。

１　１個３５０円の花御所柿と１個３００円の富有柿を１個３５０円の花御所柿と１個３００円の富有柿を

あわせて８個買い，２５５０円払いました。あわせて８個買い，２５５０円払いました。

花御所柿を花御所柿を x 個，富有柿を個，富有柿をy個買った個買った    

として，次の問いに答えなさい。として，次の問いに答えなさい。

(1) 柿の個数について，次のような方程式をつくった。

□にあてはまる数や式を入れなさい。

＋  ＝８

(2) 柿の代金について，次のような方程式をつくった。

□にあてはまる数や式を入れなさい。

＋ ３００y ＝２５５０

(3) (1)(2)の式を連立方程式として解き，花御所柿

と富有柿の個数をそれぞれ求めなさい。

２　じゅんいち君はバスケットボールの試合で大活躍し，じゅんいち君はバスケットボールの試合で大活躍し，

１試合で２１点の得点をあげた。じゅんいち君は全部１試合で２１点の得点をあげた。じゅんいち君は全部

で１５本のシュートを打ち，ミスは６本であった。（フリーで１５本のシュートを打ち，ミスは６本であった。（フリー

スローはなかった）じゅんいち君が決めた２ポイントショスローはなかった）じゅんいち君が決めた２ポイントショ

ットと３ポイントショットの本数をそれぞれ求めなさい。ットと３ポイントショットの本数をそれぞれ求めなさい。

   

 

 

 

３　Ａスーパーでは白ネギ４束とほうれん草１束を買うとＡスーパーでは白ネギ４束とほうれん草１束を買うと

１３３０円，白ネギ３束とほうれん草２束を買うと１２６０１３３０円，白ネギ３束とほうれん草２束を買うと１２６０

円である。円である。

白ネギ１束を白ネギ１束を x 円，ほうれん草１束をy円として，次円として，次

の問いに答えなさい。の問いに答えなさい。

(1) ２通りの買い方と，その代金の関係から， x，yに

ついての連立方程式を次のようにつくった。□にあて

はまる数や式を入れなさい。

 ＝ １３３０ … ①

３ x ＋ ２y ＝ … ②

(２）　（１）の連立方程式を解き，白ネギ１束，ほうれん

草１束の値段をそれぞれ求めなさい。

４　鳥取県西部にある県立フラワーパークの入園料鳥取県西部にある県立フラワーパークの入園料

は，ひろし君一家（おとな３人，中学生１人）では，ひろし君一家（おとな３人，中学生１人）では

２４５０円，ゆうすけ君一家（おとな４人，中学生２人）２４５０円，ゆうすけ君一家（おとな４人，中学生２人）

では３５００円になる。では３５００円になる。

　おとな１人，中学生１人の入園料をそれぞれ求め　おとな１人，中学生１人の入園料をそれぞれ求め

なさい。なさい。

分からない数量を文字にお

いて方程式をつくろう。いて方程式をつくろう。

文字が２つだ

と方程式も２

つ必要だよ。つ必要だよ。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）連立方程式の利用（１）連立方程式の利用（１）数と式数と式2-1313
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１１　けいこさんは鳥取マラソンで初のフルマラソンに挑けいこさんは鳥取マラソンで初のフルマラソンに挑

戦します。完走をめざして次のような作戦を立てました。戦します。完走をめざして次のような作戦を立てました。

スタートから，途中のＰ地点までの前半は時速８㎞でスタートから，途中のＰ地点までの前半は時速８㎞で

走り，Ｐ地点からゴールまでは時速１０㎞で走ることに走り，Ｐ地点からゴールまでは時速１０㎞で走ることに

しました。コースの全長を４２㎞とすると，この計画ならしました。コースの全長を４２㎞とすると，この計画なら

４時間５７分でゴールすることができます。４時間５７分でゴールすることができます。

　時速８㎞で走った道のりを 時速８㎞で走った道のりを x ㎞，時速１０㎞で走っ ㎞，時速１０㎞で走っ

た道のりを た道のりを y ㎞として次の問いに答えなさい。 ㎞として次の問いに答えなさい。

 ４２㎞４２㎞

スタート x ㎞ Ｐ地点 y㎞ ゴールゴール

時速８㎞時速８㎞ 時速１０㎞時速１０㎞

４時間５７分４時間５７分

(1) 次の表の空欄をうめて，数量の

関係をまとめなさい。

 スタート～Ｐ地点スタート～Ｐ地点 Ｐ地点～ゴールＰ地点～ゴール 合計合計

道のり(㎞) x y ４２

時間(時間)  

(2) (1)を参考にして，連立方程式

をつくりなさい。
 

(３）　（２）でつくった連立方程式を解いて，スタートから

Ｐ地点，Ｐ地点からゴールまでの道のりをそれぞれ求

めなさい。

(４）　鳥取マラソンでは制限時間があります。２７㎞地

点の第４関門（青島大橋前）では，スタート後３時

間５０分までにここを通過しないと競技を続けること

ができません。計画どおりのペースで走ると，けいこ

さんはこの関門を無事に通過できるか答えなさい。

（その理由も説明しなさい。）

２　境港駅から岩美駅まで１２０㎞あります。境港駅か境港駅から岩美駅まで１２０㎞あります。境港駅か

ら岩美駅まで車で行くとき，境港駅から道の駅はわら岩美駅まで車で行くとき，境港駅から道の駅はわ

いまでを時速４０㎞，道の駅はわいから岩美駅までいまでを時速４０㎞，道の駅はわいから岩美駅まで

を時速６０㎞で行くと，２時間３６分かかった。境港駅を時速６０㎞で行くと，２時間３６分かかった。境港駅

から道の駅はわいまでを から道の駅はわいまでを x ㎞，道の駅はわいから岩 ㎞，道の駅はわいから岩

美駅までを 美駅までを y ㎞としてそれぞれの道のりを求めなさい。 ㎞としてそれぞれの道のりを求めなさい。

３　平成２年度の鳥取県内中学校生徒数と小学平成２年度の鳥取県内中学校生徒数と小学校

児童数の和は７５５００人だった。平成２２年度は，児童数の和は７５５００人だった。平成２２年度は，

平成２年度と比べ，小学校児童数で３４％，中学平成２年度と比べ，小学校児童数で３４％，中学

校生徒数で３８％それぞれ減り，小中学校合わせ校生徒数で３８％それぞれ減り，小中学校合わせ

て２７２１１人減っている。て２７２１１人減っている。

　平成２年度の小学校児童数を平成２年度の小学校児童数を

x 人，中学校生徒数を人，中学校生徒数をy人として，人として，

次の問いに答えなさい。次の問いに答えなさい。

(１）　次の表の空欄をうめて，数

量の関係をまとめなさい。

小学校児童数小学校児童数 中学校生徒数中学校生徒数 合計

平成２年(人) x y 75500

平成２２年度

減少分(人) 27211

(２）　（１）を参考にして，連立方程式をつくりなさい。

(３）　（２）でつくった連立方程式を解いて，平成２年

度の小学校児童数と中学校生徒数をそれぞれ求

めなさい。

４時間→ 時間

57 分 → 時間

だから，・・・・ 

x 人の■％は 

x ×   (人)

だよ。 

(時間)＝
(道のり )

(速さ )

１００

■
２４０

６０
５７

６０

２９７

６０

２時間は 時間

３６分は 時間だ

から，２時間３６分は

時間になるよ。時間になるよ。
１５６

６０

３６

６０

１２０

６０

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）連立方程式の利用（２）連立方程式の利用（２）数と式数と式2-1414
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１１　次の連立方程式を解きなさい。次の連立方程式を解きなさい。

(1) ２ x ＋y＝５

２ x －３y＝－７

(2) ５ x －y＝１１

３ x ＋y＝５

(3) －３ x ＋y＝－１１

２ x ＋３y＝０

(4) ５ x ＋３y＝１３

３ x －７y＝４３

(5) y＝２ x ＋５

x －２y＝８

(6) ９ x －２(３ x＋y)＝－２２

２ x ＋３y＝７

(7) ７ x －３y＝１４

２　１本１６０円のとうふちくわと１本２５０円のあご野焼き１本１６０円のとうふちくわと１本２５０円のあご野焼き

を合わせて８本買って１５５０円はらった。を合わせて８本買って１５５０円はらった。

　買ったとうふちくわを 　買ったとうふちくわを x 本，あご野焼きを  本，あご野焼きを y 本として 本として

連立方程式をつくり，買ったそれぞれの本数を求め連立方程式をつくり，買ったそれぞれの本数を求め

なさい。なさい。

３　境港の水木しげるロードを訪れた観光客は，２００９境港の水木しげるロードを訪れた観光客は，２００９

年では，３月と４月を合計すると２３９０００人だった。年では，３月と４月を合計すると２３９０００人だった。

　２０１０年の同じ月では２００９年に比べ，３月は１２％２０１０年の同じ月では２００９年に比べ，３月は１２％

減り，４月は２０％増えて，２ヶ月の合計では６４００人減り，４月は２０％増えて，２ヶ月の合計では６４００人

増えた。増えた。

　２００９年の３月の観光客数を２００９年の３月の観光客数を

x 人，４月の観光客数を人，４月の観光客数を y人と人と

して，次の各問いに答えなさい。して，次の各問いに答えなさい。

(１）　次の表の空欄をうめて，数

量の関係をまとめなさい。

３月 ４月 合計

2009 年観光

客人数(人) 
x y 239000

2010 年の増

加人数(人) 
6400

(２）　（１）を参考にして，連立方程式をつくりなさい。

(３） (２）でつくった連立方程式を解いて，２００９年の

３月と４月の観光客数をそれぞれ求めなさい。

２

３
x－

３

４
y＝－－

２３

１２

x 人の■％は

x × (人)

だよ。だよ。

１００

■

減ったとき

はマイナス

で表そう。で表そう。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）連立方程式のまとめ連立方程式のまとめ数と式数と式2-1515
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１　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1) ３ａ（２ａ－５ｂ）

(2) －４ x （ x ＋３y）  

(3) （２ x ＋７y）×２y

(4) （３ａ－８ｂ）×(－５ａ）

 

 

２　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1) (１０ａ　－４ａ）÷２ａ２

(2) （８ xy －１２x ２） ÷ (－４ x )

(3)

(4)

３　次の式を展開しなさい。次の式を展開しなさい。

(1) (ａ＋ｂ)(３ａ－２ｂ）

(2) (３x－２y）（２x＋５y）

［多項式÷単項式］［多項式÷単項式］

① (４ x ２＋６ xy )÷２ x

 

 

②

【分配法則を利用してかっこをはずそう】【分配法則を利用してかっこをはずそう】

( )に適する式を入れなさい。に適する式を入れなさい。

① ２ x （ ３x －４y ）

＝２ x ×３ x ＋（ ）×( －４y )

＝６ x ２－（ ）  

② ( ａ －２ｂ－２ｂ )×(－３ａ)

＝ａ×(－３ａ)＋(－２ｂ)×( )

＝－３ａ２＋（ ）

＝

＝

＝

４x ２

４×x×x

＋
６xy

＋
６×x×y

除法は分数除法は分数

に表したね。に表したね。

x ÷ y ＝
x
y

同じ文字

は約分す

るよ。 

分数をふくむ式でわると分数をふくむ式でわると

きは，逆数をかける。きは，逆数をかける。

○÷
２

３
x →○÷

２x
３

→○×
２x
３

＝(６x

＝

＝

(６x

６x

２

２

２

×

－４xy )

－４xy )

－４xy ×

÷

×

２

３
x

( ２０x２－５x )÷
x
５

(１２x２ y－６x y２
)÷

２

３
x y

【式の展開】

(２ x ＋ y )( x － ３y )

＝２＝２ x × ＋２＋２ x ×(－３－３y )＋ × x ＋ y ×(－３－３y )

＝ －６－６ x y ＋ －３－３y ２

＝ － x y －３－３y ２

順に各項をか

けあわせて展けあわせて展

開するよ。開するよ。

展開して，同類項

がある場合はまと

めておこう。めておこう。

かっこの中

のすべての

項にかけて

ね。ね。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）多項式と単項式の乗法・除法多項式と単項式の乗法・除法数と式数と式3-1
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【挑戦！公式を用いた展開の応用】

(1)(３＋ x )(１＋ x )

(2)( x ＋２y)( x －３y)

(3)(２ x ＋１)(２ x ＋３）

(4)(－ x ＋５)２

１　次の式を展開しなさい。次の式を展開しなさい。

(1) (ａ＋２)(２ａ＋ｂ－３）

(2) ( x ＋２y－３)(３ x ＋y)

 

２　次の式を展開しなさい。次の式を展開しなさい。

(1) ( x ＋５）（x ＋２）

x の係数は ＋ ＝

数の項は × ＝

( x ＋５)（ x ＋２）＝ x ２＋ x ＋

(2) ( x －４)（ x －３）

(3) ( x －６）（x ＋２）

(4) (ａ＋９）（ａ－５）

３　次の式を展開しなさい。次の式を展開しなさい。

(1) ( x ＋５)２

(2) ( x －４)２

(3) (ａ＋３ｂ)２

(4) (４ x －３y)２

 

項が３つあると

きも，順に各項

をかけあわせてをかけあわせて

展開するよ。展開するよ。

【 ( x ＋ａ)( x ＋ｂ) の展開】の展開】

( x ＋ａ)（ x ＋ｂ）＝ x ２＋(ａ＋ｂａ＋ｂ) x ＋ａｂ＋ａｂ

( x ＋７）（＋７）（x ＋３）＋３） の展開では，の展開では，

x の係数はの係数は ７ ＋ ＝

数の項は数の項は × ３ ＝

だから，だから，

( x ＋７）（＋７）（x ＋３）＝＋３）＝ x ２＋ x ＋

まず，公式の

ａやｂにあたるａやｂにあたる

ものを確認してものを確認して

みよう。みよう。

【(ａ＋ｂ)２，(ａ－ｂ)２の展開】

◆ (ａ＋ｂ)２＝ａ ２＋２ ａ ｂ＋ｂ ２

( x ＋３)２＝ x ２＋２× x × ＋ ２

＝

◆ (ａ－ｂ)２＝ａ ２－２ ａ ｂ＋ｂ ２

( x －２y)２＝ x ２－２× x × ＋( )２

＝ 

どの公式がどの公式が

使えるかな。使えるかな。

ａ，ｂにあたるもａ，ｂにあたるも

のは・・・のは・・・

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）多項式の乗法，乗法の公式（１）多項式の乗法，乗法の公式（１）数と式数と式3-2
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１　次の式を展開しなさい。次の式を展開しなさい。

(1) ( x ＋９)（ x －９）

(2) (２ x －７）（２ x ＋７）

(3) (ａ－５ｂ）(ａ＋５ｂ）

(4) (３ａ＋４ｂ)（３ａ－４ｂ）

(5) ( y＋  )( y－ )

２　次の式を簡単にしなさい。次の式を簡単にしなさい。

(1) (ａ＋２)(ａ－５)＋３ａ(ａ＋４)

(2) (５ x －３)(５ x ＋３)－(２ x －１)２

 

【乗法の公式を使って式を簡単にする】

( x ＋３)２－( x ＋５)( x －２) を簡単にするとき，を簡単にするとき，

( x ＋３)２＝

( x ＋５)( x －２) ＝ x ２＋３ x －１０

だから，だから，

( x ＋３)２－( x ＋５)( x －２)

＝ － x ２＋３ x －１０－１０

↓かっこをはずしてかっこをはずして

＝ － x ２－３ x ＋１０＋１０

＝ ＊ の部分は展開後も

をつけておくと符号の

間違いが防げるよ。間違いが防げるよ。

【(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)の展開】

(ａａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝ａ ２－ｂ ２

( x ＋３)( x －３ )＝ ２－ ２ 

＝

(４－ａ)(４＋ａ)＝ ２－ ２ 

＝

① ， をそれぞ

れ乗法の公式を

使って展開する。

②同類項をまと

める。める。

１
７

１
７

【素因数分解】【素因数分解】

（１） ２０以下の素数をすべて書きな （３） ８４を次のように素因数 （４） ５４を次のように素因数

さい。 分解しました。□に数や 分解しました。□に数や

式を入れなさい。 式を入れなさい。

２ ） ５４

（２） 次の□に言葉を入れなさい。 ４４ ２ ）
自然数を素数の積として表すことを ８８４ ３ ３ ） ９

「 する 」とい
２１ ３

います。 ８８４＝ ５４＝  

( )

( )

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）乗法の公式（２），いろいろな展開乗法の公式（２），いろいろな展開数と式数と式3-3
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１　次の式を因数分解しなさい。次の式を因数分解しなさい。

(1) ａｂ＋２ｂ

(2) ４ x ２－２ xy

(3) ５ａｂ２＋１０ａ２ｂ

(4) ８ x ２y＋６ xy －２ x

２　次の因数分解をしなさい。次の因数分解をしなさい。

(1) ａ２－ｂ２

(2) x ２－２５

(3) ４ x ２－１

(4) ６４ x ２－８１y２

３　次の式を因数分解しなさい。次の式を因数分解しなさい。

(1) x ２＋４ x ＋４

(2) x ２－６ x ＋９

(3) x ２＋１０ x ＋２５

(4) x ２－１６ x ＋６４

(5) ４ x ２－１２ x ＋９

＝( )２－２×－２× × ３ ＋ ３ ２

＝( － ３ )２

(6) ２５ x ２＋４０ x ＋１６

 

共通因数は

なにかな。なにかな。

【共通因数を取り出す】【共通因数を取り出す】 Ｍ x ＋Ｍy＝Ｍ( x ＋y)

９ x ２＋６ x の因数分解の因数分解

９ x ２＝３×３× x × x
６ x ＝３×２× x だから，だから，

共通因数の共通因数の を取り出して，因数分解できる。を取り出して，因数分解できる。

９ x ２＋６ x ＝ (３ x ＋２)

【ａ２－ｂ２＝(ａ＋ｂａ＋ｂ)(ａ－ｂａ－ｂ) を使った因数分解】を使った因数分解】

１６１６ x ２－９の因数分解－９の因数分解

１６１６ x ２－９＝－９＝( )２－ ２

＝（４ x ＋３）(  )

【平方の公式を使った因数分解】【平方の公式を使った因数分解】

ａ２＋２ａｂ＋ｂ２＝(ａ＋ｂ)２

ａ２－２ａｂ＋ｂ２＝(ａ－ｂ)２

x ２＋８ x ＋１６＋１６ の因数分解の因数分解

１６＝ ２，８ x ＝２× x × だから，だから，

x ２＋８ x ＋１６＋１６＝ x ２＋２× x × ＋ ２

＝（ x ＋ ）２

【素因数分解で解く】

次の○と□にあてはまる最も小さい自然数を求

めなさい。めなさい。

４５×○＝□
45 を素因数分

解してみよう。解してみよう。

同じ式どうし

のかけ算に

してみよう。してみよう。

２

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）因数分解（１）因数分解（１）数と式数と式3-4

TT
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１　次の式を因数分解しなさい。次の式を因数分解しなさい。

(1) x ２＋７ x ＋１２

(2) x ２＋１２ x ＋３５

(3) x ２－３ x ＋２

(4) x ２－９ x ＋１８

(5) x ２－８ x －９

(6) x ２－１１ x ＋２４

 

２　次の式を因数分解しなさい。次の式を因数分解しなさい。

(1) ２ x ２＋１６ x ＋１４

(2) ３ｍ x ２－１２ｍ x ＋１２ｍ

(3) －４ x ２－２０ x ＋５６

(4) ５ａ x ２－２０ａy２  

【 x ２＋(ａ＋ｂ) x ＋ａｂ＝( x＋ａ)( x＋ｂ）＋ｂ）

を使った因数分解】を使った因数分解】

① x ２＋７ x ＋１０ の因数分解

積が＋１０，和が となる

２数は，５と である。

したがって，

x ２＋７ x ＋１０

＝ ( x ＋５)( x ＋ )

② x ２－５ x ＋６ の因数分解

積が 和が －５ となる

２数は，－２，と である。

したがって，

x ２－５ x ＋６

＝( x －２ )( x )

③ x ２＋ x －１２ の因数分解 
積が－１２，和が となる

２数は， と －３ である。

したがって，

x ２＋ x －１２

＝( x )( x －３ )

【２数の符号】

積が正なら，同

符号(①②)

→和が正なら

ともに正(①)，

負なら，ともに

負(②)

【２数の符号】

積が負(③)

→異符号→異符号

【いろいろな因数分解】【いろいろな因数分解】

下の①②の式を次の手順に従って因数分解

しなさい。しなさい。

① ３ x ２－１２

ア

＝ ( x ２－ )

イ

＝

② ａ x ２－２ａ x －８ａ

ア

＝ ( x ２－２ x － )

イ

＝

ア 共通因数を取り出し，かっこでくくる。出し，かっこでくくる。

イ 乗法の公式を利用して，かっこの中

の式をさらに因数分解する。の式をさらに因数分解する。

上と同じア，イ

の手順で因数

分解しよう。分解しよう。

，

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）因数分解（２）因数分解（２）数と式数と式3-5
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１　因数分解を利用して，次の計算をしなさい。因数分解を利用して，次の計算をしなさい。

(1) １７２－１３２

(2) ７５２－２５２

 

２　展開を利用して，次の計算をしなさい。展開を利用して，次の計算をしなさい。

(1) ５２２

(2) １０２×９８

３　連続した２つの整数について，大きい方の数の２連続した２つの整数について，大きい方の数の２

乗から小さい方の数の２乗をひいた差は，その２数乗から小さい方の数の２乗をひいた差は，その２数

の和に等しいことを次のように証明した。□にあてはの和に等しいことを次のように証明した。□にあては

まる式を入れなさい。まる式を入れなさい。

小さい方の数をｎとすると，大きい方の数は，

と表される。このとき，２乗の差は，

( )２－ｎ２＝ｎ２＋２ｎ＋１－ｎ２

＝２ｎ＋１

２ｎ＋１＝ｎ＋( )だから，この差は

連続した２数の和に等しい。

４　縦の長さがａ，横の長さがｂの縦の長さがａ，横の長さがｂの

花壇のまわりに，右の図のように花壇のまわりに，右の図のように

幅ｐの道がついています。幅ｐの道がついています。

道のまん中を通る線の長さを道のまん中を通る線の長さをℓと

とすると，この道の面積Ｓはｐとすると，この道の面積Ｓはｐℓに

に等しいことを次のように証明しに等しいことを次のように証明し

た。□にあてはまる式を入れなさた。□にあてはまる式を入れなさ

い。い。

【因数分解を利用して，計算しよう】【因数分解を利用して，計算しよう】

３６２－３４２ の計算で，ａ２－ｂ２＝(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)を

利用すると，利用すると，

３６２－３４２＝(３６＋３４(３６＋３４)( )

＝７０×＝７０×

＝

【展開を利用した計算】

◆４１２を (ａ＋ｂ)２＝ａ２＋２ａｂ＋ｂ＋２ａｂ＋ｂ２ を利用して，計を利用して，計

算しよう。算しよう。

４１２＝( ＋１)２

２

＝ ＋２×＋２× ×１＋１×１＋１２

＝ ＋ ＋１＋１

＝

◆６２×５８を６２×５８を (ａ＋ｂａ＋ｂ)(ａ－ｂａ－ｂ)＝ａ２－ｂ２を利用して，を利用して，

計算しよう。計算しよう。

６２×５８６２×５８＝(６０＋２６０＋２)×( )

＝６０２－
２２

＝３６００－＝３６００－

＝

乗法の公式が利用

できるように，与えら

れた数をうまく変形し

よう。(例) 52=50+2 

9８=100-２

ａ

ｂ

ℓ

ｐ

道の面積Ｓは，

（縦ａ＋２ｐ，横 の長方形の面積）

－(縦ａ，横 ｂ の長方形の面積)だから，

Ｓ＝(ａ＋２ｐ)(  )－

＝ａｂ＋２ａｐ＋２ｂｐ＋４ｐ２－

＝

また，ℓは縦の長さａ＋ｐ，よこの長さ

の長方形の周の長さだから，

ℓ＝２（ａ＋ｐ）＋２(  )

＝２ａ＋２ｐ＋２ｂ＋２ｐ

＝２ａ＋２ｂ＋４ｐ

だから，

ｐℓ＝ｐ(２ａ＋２ｂ＋４ｐ)

＝

よって，Ｓ＝ｐℓ となり，

道の面積Ｓは ｐℓ と等しい。

ｐ

それぞれの長方

形の縦と横の長

さを式で表せた

かな。かな。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）展開，因数分解の利用展開，因数分解の利用数と式数と式3-6
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１１　次の式を展開しなさい。次の式を展開しなさい。

(1) (x－２)(y＋１)

(2) (x－３)(x＋５)

(3) ( x ＋７y)( x －４y)

(4) (４ａ－３ｂ)(４ａ＋３ｂ)

(5) ( x ＋８y)２

２　次の式を因数分解しなさい。次の式を因数分解しなさい。

(1) ８ x ２－６ x

(2) x ２－４９

(3)  x ２＋１０ x ＋２５

(4) x ２－７ x －１８

(5) ｍａ２－４ｍ

(6) ３ x ２＋１５ x －７２

(7) ４ａ x ２＋１６ａ－２０ａ x

３　展開や因数分解を利用して，次の計算をしなさい。展開や因数分解を利用して，次の計算をしなさい。

(1) １０３２

(2) ２６×１４

(3) ６３２－５７２

４　連続する３つの整数では，まん中の整数の２乗から連続する３つの整数では，まん中の整数の２乗から

１をひいた差は，残りの２つの数の積に等しくなる。１をひいた差は，残りの２つの数の積に等しくなる。

　３つの整数のどれかをｎとして，このことを証明しな３つの整数のどれかをｎとして，このことを証明しな

さい。（このとき，３つの整数のどれをｎとしたのかを書さい。（このとき，３つの整数のどれをｎとしたのかを書

いておくこと。）いておくこと。）

乗法の公式を

思いだそう。思いだそう。

共通因数を

取 り 出 せ な

いかな。いかな。

どの乗法の公

式が使えるか

な。公式のａ，

ｂにあたるものｂにあたるもの

は何かな。は何かな。

与えられた与えられた

式を，乗法式を，乗法

の公式が使の公式が使

えるように変えるように変

形しよう。形しよう。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）展開，因数分解のまとめ展開，因数分解のまとめ数と式数と式3-7
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１　次の数の平方根を求めなさい。次の数の平方根を求めなさい。

(1)　　３６ (2)　１

(3) (4)　０．０４

(5)　　５ (6)

(7)　　０．２

２　次の数を求めなさい。次の数を求めなさい。

(1) （ ）
２

(2) （ ）
２

３　次の数を，√を使わないで表しなさい。次の数を，√を使わないで表しなさい。

(1) (2)

(3) (4)

４　次の各組の数の大小を，不等号を使って表し次の各組の数の大小を，不等号を使って表しな
　さい。さい。

(1) ，

(2) ４，

(5)～(7)は√を

使って表すよ。

□にあてはまる言葉や数を入れなさい。□にあてはまる言葉や数を入れなさい。

【平方根の意味と表し方】【平方根の意味と表し方】

２乗して a になる数を，aの という。

正の数 a の平方根は２つあり，その

は等しく， は異なる。

（＊０の平方根は ０ だけ）
（例）

①１６の平方根は，
２乗

４ と

の平方根は

と 平方根

③ ３の平方根は，
２乗

と
平方根

②
２ ５

９

－
３

５

４
１６

３

３
３

４９

６４

３

７

a の２つ平方根をまと

こともあるよ。

めて， と表す± a

－ ７３

２乗２乗

平方根平方根

a
a

－ a
（ ）２２＝a
（－ ）２２＝a

a

a

４ －－ ４９

0.25 －－
１６

９９

a＞０のとき，＞０のとき， a ２ ＝a

【平方根の大小】【平方根の大小】

a＞０，＞０，b＞０のとき，＞０のとき，a＞bならば，ならば， ＞

２ ３

(3) ，－ ７ － ５

１ ５ ４を　　４を　　　をつけてをつけて√

表すとどうなるか表すとどうなるか

な。

だったから・・・だったから・・・

９ ＝ ３ ２２ ＝３

１

４

９

１ ６

２ ５

３ ６

４ ９

６ ４

１

２

３

４

５

６

７

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝８

８１

１０ ０

１２ １

１４ ４

１６ ９

１９ ６

２２ ５

２５ ６

９

１０１０

１１１１

１２１２

１３１３

１４１４

１５１５

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝１６１６ １ ０ ０１ ０ ０

１

２８ ９

３２ ４

３６ １

４０ ０

１０ ０ ０ ０

０．０ １

＝１７１７

＝１８１８

＝１９１９

＝２０２０

＝

＝０．１０．１

１０１０

１

＝１００１００

左の図からも分かるように左の図からも分かるように

次の平方根は覚えておくと便利だよ。次の平方根は覚えておくと便利だよ。

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）平方根の意味，平方根の大小平方根の意味，平方根の大小数と式数と式3-8

TT
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１　次の計算をしなさい。(１)(２)は□にあてはまる数を次の計算をしなさい。(１)(２)は□にあてはまる数を

入れなさい。入れなさい。

( 1)

(2)

(3) (4)

２　次の計算をしなさい。(1)(2)は□にあてはまる数を次の計算をしなさい。(1)(2)は□にあてはまる数を

入れなさい。入れなさい。

(1) (2)

(3) (4)

(1) (2)

(3) (4)

４　次の式を変形して，次の式を変形して， や の形に変形の形に変形

しなさい。(1),(３)は□にあてはまる数を入れなさい。しなさい。(1),(３)は□にあてはまる数を入れなさい。

（√の中はできるだけ簡単な数にすること。）（√の中はできるだけ簡単な数にすること。）

(1) (2)

(3) (4)

根号の中がある根号の中がある

数の２乗になって数の２乗になって

いるときは√を使いるときは√を使

わないで表そう。わないで表そう。

【平方根の乗法，除法】 【平方根の乗法，除法】 
a＞０，＞０，b＞０のとき， ＞０のとき， 

ba × ＝ a ×b a÷ b ＝
b
a

＝ b
a

２ × ５

＝

＝ ×

３ × １ ２

＝

＝

＝

＝

２

×

（ － ７ ） × ６ （－ ２７ ）×（－ ３ ）

１０÷ ２ ＝

＝

＝

１０

２

－ １８ ÷ ２

＝－

＝－

＝－

＝

＝－

－

２

１８

２

（－ ６３ ）÷ ７ (－ ２ １ )÷ ６

２ ３ ＝２×

＝

＝

＝

×３

３

× ３

１ ２

２
＝

＝

＝
１ ２

２ ＝ ２ 2 ＝ ４

３ ５

２ ７

３

a b

a

a＞0,    b＞0のとき＞0のとき

2×b ＝a b

a2×b＝a b

２４

＝

＝

＝

＝

＝

４×６

２ ×６

２

６

×

×

６

６

１ ６

５
＝

＝

＝

２

５

２

５

５

８１

７

７ ２

b
a

３ 次の式を変形して，次の式を変形して， の形にしなさい。(1),(３)はの形にしなさい。(1),(３)は

□にあてはまる数を入れなさい。□にあてはまる数を入れなさい。

a

１ ２

a２

b
＝

b

a

a＞0,    b＞0のとき＞0のとき

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）平方根の乗法，除法（1）平方根の乗法，除法（1）数と式数と式3-9

TT
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a b

a

数と式3-10

TT
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１　次の式を簡単にしなさい。次の式を簡単にしなさい。

(1)   

(2)   

(3)

(4)   

２　次の式を簡単にしなさい。次の式を簡単にしなさい。

(1)  

(2)   

(3)

(4)

(5)

【復習 文字式の計算文字式の計算】同類項をまとめよう。同類項をまとめよう。

① ５a＋２a＋３＝ a＋３

＝ a＋３

② ８ x ＋３y－５ x ＋y

＝ x ＋ y 

＝ x ＋ y 

【平方根の加法，減法】【平方根の加法，減法】

①  

②  

まず√の中の

数をできるだけ数をできるだけ

簡単になるよう簡単になるよう

に変

形しよう。形しよう。

５ ３＋２ ３＋３＝

＝ ３＋３

３＋３

８

＝

＝

２＋３ ５

２

－５

＋

２

２

＋

＋ ５

５

５

平方根の加法や減法は，同類平方根の加法や減法は，同類

項をまとめるときと同じように考え項をまとめるときと同じように考え

てするよ。てするよ。

７ ５－２ ５

３ ２＋６ ２－ ２

５ ３＋２－７ ３

６＋３ ２－ ６－ ２

３２ ＋ ２

７５－ ２７

１８ － ３２ ＋ ８

５＋
５

１０

８－
２

２

a b

【フォー・フォーズ】【フォー・フォーズ】４つの４と，と，＋ － × ÷の計算

記号と（ ）を用いて，０から１０までの答えになる計算）を用いて，０から１０までの答えになる計算

の式を作る遊びです。このとき，４４や４４４のような数の式を作る遊びです。このとき，４４や４４４のような数

も利用できます。またも利用できます。また √の記号を用いることで，１１の記号を用いることで，１１

となる計算の式ができます。０から１１までの式をつくっとなる計算の式ができます。０から１１までの式をつくっ

てみよう。てみよう。

（ ＋ ）

（ ＋ ）（ － ）

( ＋ )

( － ) (( ＋ )

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）平方根の加法，減法平方根の加法，減法数と式数と式3-1111
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x y
x y

a a

a b c d

x a x b

a b

a b

a b a b

数と式3-12

TT
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１　次の数の平方根を求めなさい。次の数の平方根を求めなさい。

(1)　８１ (2)　０．１６

(3) (4)　７

(5)

２　次の数を，√を使わないで表しなさい。次の数を，√を使わないで表しなさい。

(1)

(2)

(3)

(4)

３　次の各組の数の大小を，不等号を使って表しなさ次の各組の数の大小を，不等号を使って表しなさ
　い。　い。

(1)

(2)

４　次の数を変形して，√の中をできるだけ次の数を変形して，√の中をできるだけ

簡単な数にしなさい。簡単な数にしなさい。

(1) (2)

(3)

５　次の数を，分母に√をふくまない形に変形しなさい。次の数を，分母に√をふくまない形に変形しなさい。

(1) (2)

６　次の計算をしなさい。次の計算をしなさい。

(1) (2)

(3)

(4)

(5)

(6)

２乗２乗

平方根平方根

４

９

２

５

a

－ a

ａ

根号の中がある根号の中がある

数の２乗になって数の２乗になって

いるときは√をいるときは√を

使わないで表すよ。使わないで表すよ。

６ ４

－ １ ６

－ ０. ４９

２ ５

４

１　０　，　３

－ ６ ， － ７

１８ １２５

６ ３

３

どこの数をくらどこの数をくら
べてみればよべてみればよ
かったかな。かったかな。

a 2×b ＝ a b

２

５

１ ８

６

３ × ７ － １ ５ ÷ ５

３ ６ ＋２ ６

４ ８ － ２  ＋２ ２ ７ ＋ １ ８

８ ０ －

５

１５

（ ５ ３－１)
２

a＞0,    b＞0のとき＞0のとき

学習日 　月 　日（　　）学習日 　月 　日（　　）平方根のまとめ平方根のまとめ数と式数と式3-1313

TT



3-14
数と式 x

x 

x 

x 

x

x 

x 

x 

x

x

x

x
x

x
x

x
x x 
x x

x 

a

a

ax b

x 
x 

x

a

x x数と式3-14

TT



3-15
数と式

x x 

x x 

x x

x

x x 

x x

x 

x x

x x x

x x

x x 
x x

x x 

x x 

x

x x 
x x

x 
x x
x x

x

x x 
x x 

x x

x

x x
x 

x x

x

x

x 

x x
x x

x 

x

x

x

数と式3-15

TT



3-16
数と式

x x x a b

x x 

x x

x x

x x ）

x 

x 

x a b

x x
x x

x 

x

x

x x

a x b x c x a b 

x x

a x bx c

x x

a b c

x ax a x a

x x x   

x x
x x

x x 
x x 

x a x

x x 

x 

x

x 

x

x 

x

ax bx c （ a

x

x

x

x

x

÷ a

x 

b b a c
a

a
b

a
b

b
a x

x

x a
b b a c

a

x
a

b b a c
a

b a c
a

x b
a

c
a

c
a

a c
a a

b

x
b
a x a

b c
a a

b

x
± a cbb

a

x ×

x

x x数と式3-16

x

x



3-17
数と式

x 

x

x x x
x x

x x
x 

x 
x 
x x

x
x 

x
x　

x  
x x 

x x
x

x

x

x 

x

x

x

x

数と式3-17

TT



3-18
数と式

x 

x 

x 

x

x

x x 

x x

x x

x x

x x 

x x

x x

x 

x x
 

a x b x c

x
b b ac

a

x

x 

数と式3-18

TT

TT




